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第 1日目 3月 3日（木） 14：00～14：35 第 10 会場 富士

アッぺの手術タイミングは？

司会 慶應義塾大学 医学部 小児外科 黒田 達夫

ベルランド総合病院 外科 小川 雅生

主1-01 虫垂憩室炎の穿孔リスク評価と手術タイミングの検討
東京医科歯科大学 医学部 救命救急科 関谷 宏祐

主1-02 急性虫垂炎の治療方針と Interval appendectomy の安全性
市立函館病院 消化器外科 田中 友香

主1-03 腹腔鏡下虫垂切除術を第一選択とした急性虫垂炎治療アルゴリズムの妥当
性について

昭和大学 消化器・一般外科 吉澤 宗大
主1-04 虫垂憩室を伴う虫垂炎に対する治療方針

堺市立総合医療センター
救命救急センター 救急外科 蛯原 健

主1-05 待機的単孔式腹腔鏡下虫垂切除（Single Incision Laparoscopic Interval
Appendectomy：SILIA）

NTT東日本札幌病院 外科 三浦 巧

主題関連演題 2

第 1日目 3月 3日（木） 14：00～14：42 第 13 会場 スターライト

改めて腸閉塞を考える

司会 川崎医科大学 検査診断学 畠 二郎

多根総合病院 急性腹症科 城田 哲哉

主2-01 腸閉塞に対する腹腔鏡下手術症例の検討
相模原協同病院 消化器病センター外科 若林 正和

主2-02 腹腔鏡下手術における絞扼性腸閉塞の診療
多根総合病院 急性腹症科・外科 城田 哲哉

主2-03 腹腔鏡下大腸手術後の腸閉塞症例の検討と予防のための工夫
大垣市民病院 外科 高山 祐一

日本腹部救急医学会雑誌 Vol.36（2）2016

主
題
関
連
演
題



主2-04 絞扼性イレウスの手術適応決定に血液検査測定は有用か？―IL�6 値測定の
結果から

東京女子医科大学東医療センター 外科 山口健太郎
主2-05 側方郭清を伴う腹会陰式直腸切断術後、人工肛門造設経路（後腹膜）に起

因する腸閉塞の検討
愛知県がんセンター中央病院 消化器外科 小森 康司

主2-06 腹部手術既往のない小腸イレウスの検討
平塚市民病院 外科 加藤 文彦

主題関連演題 3

第 1日目 3月 3日（木） 14：00～14：49 第 14 会場 ムーンライト

Acute Care Surgeon の育成

司会 深谷赤十字病院 救命救急センター 金子 直之

岩手県立中部病院 救急医療科 阿部 啓二

主3-01 消化管穿孔の診療を通じて学ぶACS～Acute Care Surgeon への第一歩は
腹部救急疾患から～

沼津市立病院 外科 福長 徹
主3-02 当院救命救急センターでの外科系救急医の役割と今後の育成課題

京都第二赤十字病院 救命救急センター 救急科 石井 亘
主3-03 Acute Care Surgeon の育成のための当院の新専門医制度に向けたカリキュ

ラムの検討
東京医科歯科大学医学部附属病院

救命救急センター 森下 幸治
主3-04 Acute Care Surgeon 育成にはチーム医療による on the job training と外傷

外科の off the job training
麻生飯塚病院 外科 梶山 潔

主3-05 Acute care surgeon の育成～消化器外科医が担うACS，外傷外科医～
新潟大学大学院 消化器・一般外科 滝沢 一泰

主3-06 Acute Care Surgeon のためのチームマネージメント育成システム
りんくう総合医療センター

大阪府泉州救命救急センター
Acute Care Surgery センター 比良 英司

主3-07 2 次救急病院におけるAcute Care Surgery の育成の試み
名古屋記念病院 外科 大屋 久晴
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第 2日目 3月 4日（金） 13：30～14：19 第 6会場 グレース

閉塞性大腸癌の治療戦略�1

司会 岐阜市民病院 外科 杉山 保幸

聖路加国際病院 消化器・一般外科 大東 誠司

主4-01 閉塞性大腸癌に対する大腸ステントの有用性と安全性の検討
聖マリアンナ医科大学 消化器・一般外科 牧角 良二

主4-02 閉塞性大腸癌に対する術前ステント留置の有用性
高槻赤十字病院 消化器外科 石井 正嗣

主4-03 閉塞性大腸癌に対するBTS目的の大腸ステント留置症例の長期成績の検
討

高知医療センター 消化器外科 寺石 文則
主4-04 術後合併症からみた大腸癌腸閉塞例に対する治療法の検討

東京女子医科大学 東医療センター 外科 横溝 肇
主4-05 当院における閉塞性大腸癌に対するBridge to surgery 目的の大腸ステン

ト内挿術の治療成績
太田西ノ内病院 外科 佐々木 恵

主4-06 閉塞性大腸癌における pitfall と諸問題
藤崎病院 外科 藤崎 滋

主4-07 閉塞性大腸癌症例に対するステント留置術の検討
北九州市立八幡病院 外科 野々村 遼

主題関連演題 5

第 2日目 3月 4日（金） 14：19～15：01 第 6会場 グレース

閉塞性大腸癌の治療戦略�2

司会 福島県立医科大学 医学部 器官制御外科学講座

竹之下誠一

昭和大学横浜市北部病院 消化器センター 石田 文生

主5-01 大腸癌イレウスに対する大腸ステントを中心とした治療戦略～Bridge to
Surgery の成績を中心に～

多根総合病院 消化器内科 淺井 哲
主5-02 左側閉塞性大腸癌に対する術前減圧処置による手術成績

大手前病院 外科 玉川 浩司
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主5-03 大腸用ステント留置前後の合併症の検討
札幌道都病院 外科 西森 英史

主5-04 閉塞性大腸癌に対するステント留置症例の短期治療成績
大分大学 医学部 消化器・小児外科学講座 原 貴生

主5-05 閉塞性大腸癌に対する術前内視鏡的大腸ステント留置 25 例の短期成績
いわき市立総合磐城共立病院 外科 藤川奈々子

主5-06 ［演題取り下げ］
主5-07 閉塞性大腸癌に対する大腸ステントによる術前減圧の有用性

神戸大学大学院 食道胃腸外科学 細野 雅義

主題関連演題 6

第 2日目 3月 4日（金） 8：30～9：12 第 10 会場 富士

急性胆嚢炎のベストプラクティスを探る：2016

司会 国立病院機構 敦賀医療センター 外科 飯田 敦

神戸大学 医学部 肝胆膵外科 味木 徹夫

主6-01 急性胆嚢炎に対する単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の意義
獨協医科大学越谷病院 外科 多賀谷信美

主6-02 急性胆嚢炎に対する経皮経肝胆嚢ドレナージ後の腹腔鏡下胆嚢摘出術の検
討

石川県立中央病院 消化器外科 崎村 祐介
主6-03 「PTGBD先行準早期 LC」の治療成績

兵庫県立西宮病院 消化器外科 柏崎 正樹
主6-04 大網の鼠径ヘルニア嵌頓と渦巻き層状構造が特徴的であった続発性大網捻

転症の 1例
医療法人社団永生会 南多摩病院 朽方 規喜

主6-05 急性胆嚢炎のベストプラクティスは何か？
東邦大学医療センター大橋病院 外科 浅井 浩司

主6-06 PTGBDを要した急性胆のう炎症例の検討
鹿児島県立大島病院 外科 石神 純也
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第 2日目 3月 4日（金） 9：12～10：15 第 10 会場 富士

腹部救急領域における敗血症性DICの治療戦略

司会 山梨県立中央病院 救命救急センター 岩瀬 史明

千葉大学大学院 医学研究院 救急集中治療医学

渡邉 栄三

主7-01 汎発性腹膜炎術後にDIC 治療は必要か
福岡大学病院 救命救急センター 星野 耕大

主7-02 AT活性値に注目した消化管穿孔症例に対する治療戦略
順天堂大学 下部消化管外科学 嵩原 一裕

主7-03 重症大腸穿孔に対する治療戦略：治療の標準化の試み
埼玉医科大学総合医療センター 消化管・一般外科 石畝 亨

主7-04 大腸穿孔性腹膜炎による敗血症性DIC に対する治療戦略
東京慈恵会医科大学 附属柏病院 外科 河原秀次郎

主7-05 下部消化管穿孔・急性腸間膜虚血による重症敗血症性DIC に対する治療戦
略

山陰労災病院 外科 山根 祥晃
主7-06 急性汎発性腹膜炎手術後の敗血症性ショックに対する血液浄化療法施行例

の検討
国立病院機構 大阪医療センター 外科 村上 弘大

主7-07 急性胆管炎（AC）に合併したDIC へのトロンボモジュリン（rTM）の
治療成績

川崎市立多摩病院 消化器・肝臓内科 末谷 敬吾
主7-08 重症胆道感染症に対するエンドトキシン吸着療法の検討

昭和大学 医学部 内科学講座 消化器内科学部門 石井 優
主7-09 急性胆管炎による重症敗血症DIC に対する rTMの治療成績

横浜市立大学 医学部 消化器腫瘍外科学 後藤 晃紀
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